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下村文部科学大臣をお招きした第1回に続き、村木厚子厚生労働事務

次官をお招きし、第2回エグゼクティブセミナーが開催されました。

「私の人生」と題し、少子化問題、女性の活躍推進に関する課題の他、

郵便不正事件など、これまでの村木氏のキャリア人生について、丁寧

にお話頂きました。講演後は、ご著書にサインを頂くなど、間近で

お話させていただく機会を得ることができました。

2005年に我が国の合計特殊出生率は過去最低を更新し、死亡数が出生数を上回り、人口
減少が始まった。

将来推計人口（2006年中位推計）において想定されている日本の将来像と、実際の国民の
希望とは大きく乖離しており、その要因は、雇用の安定性や継続性、仕事と生活の調和の度
合い、育児不安など、出産・子育てと働き方をめぐる問題に起因するところが大きい。

日本の女性の就業率は、先進国に比べると30歳代前半で低下するM字カーブの傾向が顕
著であり、女性が妊娠・出産・子育てをきっかけに勤務先を辞める理由は仕事と家庭の両
立が困難であることが多い。

女性の社会進出が進んでいる国ほど、合計特殊出生率も高い傾向にある。

女性が働き続けられる社会の構築のため、政府は経済界に対し、「子どもが３歳になるま
で育児休業や短時間勤務を取得したい男女が取得しやすいように職場環境を整備する」
よう要請し、ライフステージに応じた①希望の期間、育休が取得でき、②育休中の技術が継
続され、③職場復帰が保障される環境整備を目指している。

郵便不正事件の時、拘置所内で自分を支えたものは、①好奇心が強かったこと、②危機対
応になれていたこと、③好きなこと（没頭できること）があった、④ちゃんと食べて寝たこと。

厚生労働次官への内示を受けた時、一旦怯んだが、その時、蘇ったのは、「昇進のオファが
あったら受けなさい」と後輩に指導してきた自身の言葉だった。

重責に就く自分を支えてきたもの。
①要領よく立ち回る先輩を素敵だと思わなかった、真摯に業務に取り組む先輩を見習いた
いと思った。②たとえ困難だと思う業務があっても、その経験が後々、自身の新しいステー
ジをつくると考え、取り組んできた。

キャリアアップのチャンスと、子どもの病気が重なった時など、子どもを選ばざるを得な
かった時期があった。精一杯、頑張っても駄目だったら辞めようと決心したら、気が楽にな
り、かえって業務が潤滑油になった。腹をくくったら、案外乗り切れるものだと感じた。

村木厚生労働事務次官のスピーチ抜粋
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会員紹介された方々

第3回 JAFEエグゼクティブセミナーのご案内

2014年10月30日（木） 18:00 ～ 21:00

長谷川閑史氏 公益社団法人経済同友会  代表幹事
武田薬品工業株式会社  代表取締役会長
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「やっと来た女性の時代」

「女性閣僚を囲む会」

ゲスト

森まさこ代表発起人

東京アメリカンクラブ　マンハッタン場　所

日　時

JAFE Year-End-Party 2014
2014年12月4日（木）18:00～　於：東京アメリカンクラブ マンハッタン

開催決定！

テーマ www.jafe. jp

労働省婦人少年局長として、男女雇用機会均等法の
立案に携わった。その後、細川内閣、羽田内閣で文部
大臣を務める。省の後輩である村木厚子氏の応援を
している。

入社以来、商品開発や、生活者のライフスタイル研
究に基づいた課題発掘の仕事に従事。今年からはグ
ローバルな視野で企業ブランドの価値を上げるため
の業務に携わっている。

花王株式会社  コーポレートコミュニケーション部門
部長（企画担当） 兼 企業文化情報部長

プライベート・バンカーとして国内における超富裕
層の資産管理を行うと同時に、社内のボランティア
「チーム東北」でリーダーを務める。昨年は400時間
以上ボランティア活動を行い、その功績が認められ、
グローバルエンプロイメントアワードを個人で受賞。

UBS銀行 東京支店 ウェルス・マネジメント部 ディレクター

赤松良子様
JAFE名誉会員　
公益財団法人日本ユニセフ協会　会長

石渡明美様 山﨑直子様

締切間近！ウェブサイトからお申し込み頂けます。

Save
Your
Day!!!

普段のセミナーでは、座学によるインプットアクションが主になってしまいますが、この合宿
ではビジネスマンにとって最も必要なアクションであるアウトプットを重視したプログラム
でとして実施されました。

まずは、今回のテーマを意識していただくために、J-WIN理事長の内永ゆか子氏にご登壇
いただき、『仕事からの贈り物』というテーマで講演をお願いした後、自分自身の経験や将
来の目標についての考えをお互いにシェア。そして、2日目にはそれらを基にして、「我々は
次世代のためにどのようなアクションを起こしていかなければいけないか。」について、具
体的なアクションプランを作成するという課題に挑戦しました。

少人数制だったため、非常に活発な内容の深いディスカッションが行われ、次のアクション
につながるという成果を残したキャンプとなりました。
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参議院議員（前国務大臣）


